
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市学力・学習状況調査は、児童生徒の学力と学習や生活の実態を調査し、全国学力・学

習状況調査の結果と合わせて、一人一人のデータを蓄積することで、小学校から中学校までの経

年変化を把握します。その調査結果を基に、よりきめ細かな指導を行い、学力向上と学校や家庭で

の学習や生活習慣の改善を図ることを目的としています。調査対象は１・２年生、教科は国語、数

学・理科・外国語（英語）・生徒質問紙となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多くのみなさんが、このような問題形式に慣れていないと思います。中間考査や期末考査と違っ

て、小学校からの学習の積み重ねが問われます。問題用紙は、返却する予定です。振り返りの問題

も用意されていますので、上級学年に上がる前に確認をしておきましょう。苦手な教科、分野、得意

な教科、分野を自分自身で確認することはとても大切なことです。 

 

 

 

１２月８日（水）３年生がクラスマッチを行いました。クラスマッチは１年間の体育

の授業の総まとめです。ただ、３年生にとっては、大切な思い出作りの場でもありま

す（２年間、新型コロナウイルス感染症のため十分な学校行事ができませんでした

ので）。種目はソフトバレーボールです。コートに立つ選手も応援も必死に声を出し

て一体感を感じることができました。尾倉中学校はバレー部がありませんので、「自分が、自分が！」

と突っ走ることなく、周りの友達を生かしていた姿がとても印象的でした。これが、尾倉中３年生の

良さなのかもしれません。競技ですので順位はつきますが、順位よりも大切な何か（思いやり、苦

手でも頑張ること、応援、一体感、楽しさ など）を学んだクラスマッチではなかったでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬恒例の皿倉山イルミネーションに向けて４日、県電気工事業工業組合の青年部八幡支

部の有志約１５人が、９合目付近（標高約６００メートル付近）の急斜面で電飾設置作業に汗

を流した。新型コロナ禍の影響で２年ぶりの実施になる今年は、早期収束や地元経済活性

化への願いを込め、疫病よけに御利益があるとされる妖怪「アマビエ」を描いた。点灯は１

５日から来年３月末まで。毎晩、午後６時から同１１時まで斜面を光で彩る。 

同支部は、イルミネーション主催者の皿倉山にぎわいづくり推進協議会の会員。電飾の

設計や設置などをボランティアで行っている。 この日は冬風が吹き付ける中、山頂付近の

展望台下に広がる縦約４４メートル、横約３２メートルの斜面に、設計図に従い電飾を取り

付けるくい打ちや配線の作業を行った。設計に初挑戦した小松博幸支部長（44）は「不安

もあったが『今年は（イルミが）あるの？』と待っていてくださる声をたくさん聞き、励みに

なった。楽しみにしてください」と話した。（西日本新聞掲載） 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
＜校訓＞ 
自主 
創造 
協力 
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令和３年度 北九州市学力・学習状況調査 

尾倉中から見えます！～皿倉山９合目急斜面に電飾設置～ 

中学校最後のクラスマッチ（３年） 

１年生・２年生ともに集

中して取り組んでいます。

２年生（新３年生）は来年

４月１９日に国語・数学・

理科の全国学力・学習状

況調査が実施されます。 

先生が中学生

だった頃の問題は

ほとんど一問一答

式でした。今は、し

っかり文章を読ん

だり、図や資料な

どを活用したりす

る問題になってい

ます。入試もこの

形に移行していま

す。 ２年数学 １年英語 


